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研究概要
運動は血糖・脂質の低下などの代謝改善効果に加え、筋量や骨密度の増加などの全身性の多面的作用を有する。し

かし、身体活動機能が著しく低下したフレイルなどの状態では、運動によって得られる効能が最も必要であるにも関わ

らず、自動運動が⼗分に行えないというジレンマがある。成長ホルモン（GH）は骨格筋・骨・脂質代謝などへの有益

な作用を有し、加齢による代謝異常や筋量・骨密度の低下にも GH 分泌の減少が関わる。運動が GH 律動性分泌を

惹起する生理的な刺激の一つであることは古典的に知られているものの、そのメカニズムは明らかではない。本研究で

は力学的刺激による生体調節に関わるメカノセンサー分子である PIEZO1 に着目する。最近、運動時の足接地により

頭部に伝わる物理的衝撃が PIEZO1 を介し、脳機能制御に関与することが報告されている。本研究では、運動時に視

床下部に加わる力学的刺激がメカノセンサー PIEZO1 を介した、下垂体での GH 律動性分泌を促進作用の可能性に

ついて検討し、頭部運動による GH 分泌促進効果を応用したリハビリテーションの応用を進めていく。
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